
大田区平和都市宣言
『平和って　なあに
しあわせな　ことよ
しあわせって　なあに
自由で楽しいくらしができること
だから　世界中の人と　力をあわせて
大切な　平和を守らなければ　いけないの
地球上どこへ行っても笑顔があるように・・・

この人類共通の願いをこめて
大田区は平和憲法を擁護し
核兵器のない平和都市であることを宣言する』
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会場：大田区西六郷四丁目地先（多摩川河川敷）  主催：　  大田区　 （公財）大田区文化振興協会会場：大田区西六郷四丁目地先（多摩川河川敷）  主催：　  大田区　 （公財）大田区文化振興協会
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7：30
Stage1  平和都市宣言39周年～未来への羽ばたき～
恒例のカウントダウンで打ち上げが始まります！
大田区平和都市宣言を行ってから39周年を記念し、新たな未来を描くオープニングスターマインを
お届けします！

Stage2  ヒストリー花火 ～大田区と勝海舟～
今年は勝海舟生誕200年という節目の年になります。
ここでは勝海舟と大田区の関わりに焦点をあて、彼の生涯と平和への想いをお届けいたします。

Stage3  Digital Starmine ～平和の輪～
国内でも珍しい、円形配置された花火で「平和の輪」を表現します。
圧倒的な花火のエネルギーであふれる感動のクライマックスをお楽しみください！

第2部　花火の打ち上げ

6：30
PM

■ 和太鼓演奏（大田区太鼓連盟）
■ 大田区長挨拶(鈴木 晶雅)
■ 大田区議会議長挨拶（押見 隆太）
■ 大田区平和都市宣言文の朗読
■ 黙祷
■ 合唱 「平和ってなあに」（大田区立東調布第三小学校）

第1部　平和記念式典

会場内に設置した二つのスクリーンでは、皆様からいただいた平和についての
メッセージやステージプログラムの映像をお届けします！ ぜひご覧ください。

　大田区は世界の恒久平和と人類の永遠の繁栄を願い、昭和59（1984）年8月15日に
「大田区平和都市宣言」を行いました。また、平和の尊さ、大切さを若い世代に語り継いでい
くために平和への願いを込めて、昭和62（1987）年から毎年8月15日に大田区平和都市
宣言記念事業「花火の祭典」として式典を開催するとともに花火を打ち上げています。
　区民の皆さま一人ひとりが「平和」について考え、その大切さを確かめ合い、平和への思い
を一つにすることが大切であると思っています。式典では、戦争で犠牲になられた方々への
ご冥福をお祈りし、哀悼の意を表するために黙祷をささげます。「花火の祭典」を通して、人類
共通の願いである平和への思いをひとつにし、笑顔とあたたかさあふれる平和な大田区で
あり続けるよう心より願っています。
　この機会にご家族やご友人と平和についての思いを馳せつつ、夏の夜空を美しく彩る花火
をお楽しみください。

「花火の祭典」プログラム「花火の祭典」プログラム

区 長 挨 拶

大田区長

鈴木  晶雅

!"#$%&' 

()*+, -.. /0123456789:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

()*+, 200/ 



7
案内所

5
3 1

46

誘導路（午後6時30分より）

誘導路（午後6時30分より）

東
海
道
本
線

六
郷
橋

第
一
京
浜

雑
色
駅
方
面

京
浜
東
北
線

京
浜
急
行
線

文

立入禁止線
立入禁止線

立
入
禁
止
線

立
入
禁
止
線

立
入
禁
止
線

立
入
禁
止
線

花火打ち上げ場所

スクリーンスクリーン

緑地管理事務所

階段H

階段 I

階段G

階段E 階段A

本部テント

受付A

受付B
トイレ

トイレ

トイレ

駐
輪
場

ステージステージ
トイレトイレ

救護救護

駐
輪
場
案内所

トイレ

救護救護

出
店
テ
ン
ト

階段D

観覧禁止区域

観覧禁止区域

2

スクリーンスクリーン

緑地管理事務所

京
浜
急
行
線

川
崎
駅
方
面

京急バス
臨時バス停
京急バス
臨時バス停

立入禁止区域立入禁止区域

立入禁止区域立入禁止区域

立入禁止区域立入禁止区域

会場会場

川崎・雑色駅
方面経路
川崎・雑色駅
方面経路

通行禁止区域
（午後6時30分～花火終了）

通行禁止区域
（午後6時30分～花火終了）

鉄橋間広場鉄橋間広場

六
郷
土
手
駅

六郷土手駅
方面経路
六郷土手駅
方面経路

京急バス
乗り場
経路

京急バス
乗り場
経路

階段C

階段B

階段 F

こちらにはブルーシートを敷いて
おりますので、ご自由にお座りください。

■京浜急行電鉄六郷土手駅では混雑時に入場規制を行います。

　隣の雑色駅（徒歩約20分）・京急川崎駅（徒歩約30分）もご利用ください。

■徒歩で雑色駅・京急川崎駅に向かう方は、京浜急行鉄橋の100メートル下流にあります第一京浜の六郷橋へお進みください。

■JR蒲田駅行きのバスご案内

　●京急バス乗り場・・・第一京浜六郷橋下の臨時バス停。

　※東急バス（蒲01）系統の運行については、「蒲田駅」午後4時22分発以降、「六郷土手」午後4時42分発以降はすべて運休と

　　なります。

■問合せ先　大田区スポーツ・文化・国際都市部  文化振興課　03（5744）1226

　　　　　　※8月14日～8月15日（午前10時～午後8時）の自動音声案内　050-3665-9671

会場周辺でのお願い

自転車で来場される際は、指定された駐輪場にとめてください。駐輪場は高架下の鉄道間広場と区民広場の２か所に用意してあります。
収容台数　●ＪＲ高架下：約2,500台　●区民広場：約1,000台

駐輪場のご案内

会場内・会場周辺地図
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花火の祭典でのお願いと注意事項花火の祭典でのお願いと注意事項

交通について

■大田区六郷地域の一部で交通規制を行います。
■駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
■自転車で来場される際は駐輪場に停めてください。また、危険ですので、自転車は手で
押して歩いてください。
■事前に駅やバス停を確認し、混雑を避けるため、隣の駅を利用する等当日の大まかな予
定を立ててください。

危険・迷惑行為の
禁止

■開催日前の場所取りはご遠慮いただいております。安全管理上、通路や緊急避難経路
等の確保のため、撤去する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
■近隣マンションや個人の敷地等、立ち入り禁止場所には絶対に侵入しないでください。
場合によっては法律違反となることがあります。
■危険物の持ち込み及び火気の取扱いは厳禁です。
■会場内は禁煙のため、喫煙所の設置はございません。
■川崎側の土手は大変狭く危険なため、大田区側河川敷で観覧するようご協力をお願い
します。
■ゴミは指定場所に捨ててください。
■見物人どうしの言い争い、喧嘩等のトラブルを起こさないでください。
■歩きスマホは大変危険ですので、絶対におやめください。

会場内でのお願い

■露店出店や物品の配布は禁止です。
■会場内ではスタッフ、警備員、警察官の指示に従ってください。
■無人航空機（ドローン等）の飛行及び持ち込みはできません。法に違反した場合には、
50万円以下の罰金が課されることがあります。
■花火の祭典終了後はゆっくりと気を付けてお帰りください。また、足元が暗くなってお
りますので、特に階段にはお気を付けください。
■会場内では広報用の写真撮影や動画撮影を行います。
　大田区公式ホームページやTwitter、パネル展等で掲載される場合がありますので、
予めご了承ください。

安全対策について

■非常に高い気温になることが予想されます。こまめに水分補給を行うなど、万全な熱
中症対策をお願いします。また、会場内には熱中症対策テントがありますので、ぜひご
利用ください。
■急に天候が悪化する可能性がありますので、雨具等をご用意ください。
■燃えカスが落ちてくることがありますので、ご注意ください。
■会場は「避難場所」に指定されています。災害が発生した場合は、危険物から離れて安
全な場所で待機し、会場内のアナウンスに従ってください。
■急病人をお見かけの際は、お近くの係員までお知らせください。もしくは119番通報を
お願いします。

会場内のご案内

■会場内のトイレは混雑するため、降車駅、会場周辺の公衆トイレの事前利用をおすすめ
します。
■ケガをした場合は本部テントにお越しください。
■地図の　　　　部分にはブルーシートを敷いておりますので、ぜひご利用ください。
■会場内では午後7時30分まで大田区商店街連合会が出店しておりますので、ご利用く
ださい。
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京浜急行電鉄（株）

（株）ケツト科学研究所
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（株）並木金型
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（株）古田鋳造所
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（株）平和製作所

ペルシャ貿易（有）

（有）ホープ・インダストリー

（株）マゴメ工務店

（有）まるこ未来動物病院

（株）丸三製作所

（株）ミクロン

ミサワホーム（株）

三ツ木建設工業（株）

光永産業（株）

（株）三ツ芳電気

ミツル電気（株）

（株）三村製作所

（株）メリーチョコレートカムパニー

（株）森川電機製作所

森田砂利（株）

森田鋳工（株）

（株）守半海苔店

（株）矢沢電気商会

山田興業（株）

（資）山田屋葬儀社

山六給食（株）

（有）湯川宝飾

（株）湯建工務店　

ユザワヤ商事（株）

（株）ユタカ

ユニオンサービス（株）

横山建設（株）
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（株）ワタナベ
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阿部 大輔

阿部 奈穂

阿部 勧

阿部 翔大

荒浪 明子

安斎 正一

飯野 遊

五十嵐 悠哉

伊澤 有希子

石井 秀典

石井 秀敏

石井 信一

磯部 誠

礒辺 初美

板垣 良助

伊藤 明江

伊東 祐孝

井上 隆義

井上 握・拓

今井 健太郎

今岡 正道

岩井 勝行

岩金 美佐子

上田 哲也

牛木 明雄

宇田川 悠

内山 猛

梅崎 修二

梅田 光一

江藤 寛之

江波戸 修

及川 一夫

大久保 清孝

大島 正敬

大田 健二

大田 太郎

大塚 隆生

大塚 親人

大西 美枝子

大橋 貴之

大渕 ひろみ

岡田 愛梨

岡本 明子

小川 ヤス

小倉 祐司

小黒 仁史

小澤 佳久

小山内 英美

小田 紘和

小田 里奈

織田 誠二

小野澤 行平

甲斐 康誠

影山 秀雄・民江

片寄 洋志

門倉 規之

要 理恵子

金子 法子

金柱 昇

神谷 浩平

鴨志田 隆

栢沼 勝

川田 清美

川野 正博

河原田 光

北村 操

木田 臣

木下 智弘

金野 湊

草場 寛・敬子

楠 正治

久保 輝幸

窪田 薫

窪田 雄人

久保田 起美惠

久保田 知子

熊倉 静子

小池 武道

小池 達也

小泉 貴一

河野 秀夫

後藤 民枝

小沼 貞雄・トヨ

小林 真也

小林 繁子

小松 晃

小宮 廣治

小森谷 よ祢子

小山 君子

近藤 高雄

齋藤 佳代子

齋藤 延仁

齋藤 和孝

齊藤 憲一

坂本 好正

坂本 良江

佐々木 信久

佐藤 邦子

佐藤 信也

佐藤 宏子

佐藤 麻友美

佐藤 政雄

佐藤 操

佐渡 勝昭

澤 健司

清水 禧一

首藤 拓郎

進藤 泰子

杉山 良樹

鈴木 龍一

鈴木 佐和子

鈴木 昌幸

関 香穂利

関 隆宏

醍醐 紀久枝

高木 知常

高野 正樹

髙野 六雄

髙橋 悠一郎

瀧ヶ崎 俊輔

竹田 潮美

武田 光央

竹中 良枝

田篠 幸司

立川 泰剛・さやか

田中 佑典

田中 定宏

丹野 詩織

千葉 茂樹

徳留 申夫

徳山 冨美枝

戸塚 俊二

戸部 行男

友石 正彦

中井 恭子

中澤 昇

中沢 尊行

中島 寿美

中田 真央

長田 晃代

長縄 清香

中西 和子

中村 誠

中山 岳人

名渡山 律希

鍋谷 孝

二瓶 あおま

根岸 猛夫

根本 勝司

長谷川 勝治

長谷川 正

長谷川 友哉

畑中 弘美

波田野 晧二

林 洋一

林 延江

林田 烈

原田 正宏

原田アサ

張間 秀成

張間 一雄

樋口 幸雄

菱沼 研一郎

平池 恵美子

廣澤 正孝

廣島 義一

深川 正浩

福田 豊樹・香代

福田 美恵子

福田 隆

福留 由子

藤井 秀宣

藤井 陵子

藤田 静男

保下 誠

前田 美香

前田 利廣

牧井 正幸

増原 澄子

増原 茂行

増原 裕二

町田 達彦

松尾 佳音・怜音

松坂 俊之・佳代

松原 敏彦

松村 メルル

真鍋 雄一

三上 浩史

宮澤 勇

宮本 知明

武藤 和志

元木 重成

森 キヨ子

森岡 剛

山浦 賢一

山口 慶子

山﨑 勇也

山下 凛人・彩奈・采人

山田 周一

山田 善勝

山田 良司

山田 廣

山本 滋雄

山本 定男

横澤 成幸

𠮷岡 弘史

吉澤 晃一

吉田 春彦

吉田 由美子

吉野 鷹夫

吉濱 砂樹

若松 行夫

若松 市子

若山 明子

渡邉 愛子

渡辺 奈緒美

渡辺 康之

渡辺 悠 

渡辺 義太

新井宿自治会連合会

アルス多摩川自治会

池上地区自治会連合会

石川台希望ヶ丘商店街振興組合

今泉自治会

入新井地区自治会連合会

入三商店会

鵜の木地区町会連合会

梅屋敷梅交会協同組合

（公財）大田区産業振興協会

大田区遺族連合会

大田区環境衛生協会

大田区商店街連合会

大田区職員労働組合

大田区スポーツ推進委員協議会

大田区青少年委員会

大田区青少年対策地区委員会会長会

大田区太鼓連盟

大田区塗装安全協力会

大田区婦人団体連合会

大田区リサイクル事業協同組合

大田空調衛生協会

（一社）大田工業連合会

大田電設協会

大田電設協同組合

（ＮＰＯ法人）大田まちづくり芸術支援協会

大森銀座商店街振興組合

大森商栄会　

大森町自治会　

大森西三都団地連合町会

大森西地区自治会連合会

大森東一丁目団地自治会

大森東一丁目町会

大森東貴船自治会

大森東地区自治会連合会

（公社）大森法人会

大森堀之内自治会

おけら会

（学）片柳学園

（一社）蒲田医師会

蒲田二丁目自治会

蒲田三丁目町会

蒲田西口商店街振興組合

蒲田西地区自治会連合会

蒲田納税貯蓄組合連合会

蒲田東口商店街商業協同組合

蒲田東地区自治会連合会

京浜蒲田商店街協同組合

京浜蒲田町会

糀谷地区自治会・町会連合会

ザ・リバープレイス自治会

シエルズガーデン自治会

下丸子三丁目町会

下丸子四丁目町会

下丸子商栄会

下丸子商店会

下丸子２７号自治会

下丸子東町会

城南運送事業協同組合

城南給食協同組合

新蒲田一丁目自治会

新東京たばこ商業協同組合

セーラム市民訪問団　一同

洗足池商店街振興組合

千束地区自治会連合会

雑色商店街振興組合

SOMOSOMO 

（NPO法人）大身連　

多摩川ハイム自治会

多摩川二丁目町会

多摩川芙蓉ハイツ管理組合

田園調布地区自治会連合会

田園調布福徳商店街振興組合

東京奄美会

東京サーハウス自治会

（公社）東京都大田区大森歯科医師会

（公社）東京都大田区蒲田歯科医師会

東京都行政書士会大田支部

東京都資源回収事業協同組合大田支部

東京都自動車整備振興会大田支部

（公社）東京都宅地建物取引業協会第五ブロック

（一社）東京都トラック協会大田支部

（一社）東京都トラック協会大田支部女性部

（一社）東京都トラック協会大田支部青年部

都南工業給食協同組合

トミン多摩川二丁目自治会

仲三シニア百寿会

仲六郷一丁目町会

仲六郷二丁目町会

仲六郷三丁目町会

仲六郷四丁目町会

西蒲田一丁目町会

西蒲田二・三丁目自治会　

西蒲田四丁目町会

西蒲田六丁目自治会

西蒲田七丁目御園町会

西蒲田八丁目町会

西蒲田女塚町会

西糀谷観音堂商店会　

西六郷一丁目町会

西六郷二丁目町会

西六郷高畑町会

沼部商店会

羽田地区町会連合会

パークハウス多摩川自治会

東蒲田二丁目南町会

東六郷一丁目町会

東六郷二丁目町会

東六郷三丁目町会

ブラウトリエ自治会

古市町会

本宿町会

本羽田二丁目町会

馬込地区自治会連合会

道塚自治会

南蒲田三丁目町会

南六郷一丁目町会

南六郷二丁目町会

南六郷二丁目団地自治会

南六郷三丁目町会

嶺町地区自治会連合会

宮本町会

明永会

矢口北町会

矢口地区自治会連合会

矢口中町会

矢口二丁目15号館自治会

矢口二丁目16号館自治会

矢口の渡商店街

矢口南町会

安方北町会

安方南町会

（一社）雪谷青色申告会

雪谷地区自治会連合会

六郷地区自治会連合会

花火協賛
ご芳名（敬称略）

団 体 等

花火協賛
ご芳名（敬称略）

個   人

花火協賛
ご芳名（敬称略）

企 業 等

「花火の祭典」は皆様のご協賛により花火を打ち上げております。今年も多くの皆様からご協賛をいただきました。御礼申し上げます。



大田区の「花火の祭典」では、様々な種類の花火を打ち上げます。
普段、何げなく見ている花火ですが、花火の模様の種類等を
知っているとまた違った楽しみ方ができます。

大田区平和都市宣言式典
（昭和59年8月15日撮影）
大田区平和都市宣言式典
（昭和59年8月15日撮影）

平和の森公園「愛し子」像平和の森公園「愛し子」像 平成2年より実施している
「平和・原爆のパネル展」
平成2年より実施している
「平和・原爆のパネル展」

昭和63年
大田区平和都市宣言

記念シンボルマークを決定

昭和63年
大田区平和都市宣言

記念シンボルマークを決定

©大田区

花火コラム花火コラム

「菊」
日本の代表的な花火の
一つで円形状に開く花
火です。
星と言われる火薬が尾
を引きながら広がるの
が特徴的な花火です。

「牡丹」
星が色や光の点で形を
描きます。菊とは違い尾
を引かいないのが特徴
的な花火ですが構造的
には菊と変わりません。

「冠菊」
星が尾を引きながら垂
れ柳の様に垂れるのが
特徴的な花火です。
数ある花火の中でも人
気のある花火です。

「土星（型物）」
光の点や線で、ハートや
笑スマイル、土星などさ
まざまな形を描く花火で
す。開いたときの向きに
よっては見えづらいこと
があります。

「ヤシ」
菊や牡丹等と構造は同
じですが、サイズの大き
い星を使用することで、
このように太い線が尾
を引きながら開きます。
名前の通り南国のヤシ
に似ている花火です。

「蜂」
通常の星とは違い、星に
特殊な加工を施した物
を使用します。
花火が開いたとき、蜂の
様に星が不規則な動き
をするのが特徴的な花
火です。

【玉名で知る花火の種類】

大田区の平和への歩み大田区の平和への歩み

大田区はこれからも平和都市として、人類共通の願いである平和を希求していきます。大田区はこれからも平和都市として、人類共通の願いである平和を希求していきます。

昭和19年  国民学校初等科3年生以上の子どもの学童疎開開始。以後終戦までに大森区と蒲田区の両区ではのべ
2万7,753人の子どもが静岡県、富山県、岩手県などで疎開生活を送る。

昭和20年4月 B-29の爆撃により、大きな被害を受ける。わずか3時間たらずの空襲により、5万2,000戸の家屋と、蒲田区
役所、蒲田警察署、国民学校13校、池上本門寺の大部分が焼失。現在、「花火の祭典」の会場となってい
る多摩川河川敷でも機銃掃射を受けて多くの方 が々亡くなりました。

昭和20年8月 終戦
昭和22年3月 大森区と蒲田区が合併し、両区の一字をあわせた「大田区」が誕生する。

昭和59年8月 大田区平和都市宣言。平和の森公園で平和の像「愛し子」の除幕
昭和60年  「平和ってなあに」の歌発表
昭和61年  萩中公園、多摩川台公園で「愛し子」姉妹像除幕
昭和62年  「JAZZコンサートの夕べ」を開催し、コンサート、式典、花火の打ち上げを行う。以後、8月15日に毎年実施
昭和63年  戦争体験記「平和ってなあに」を発刊、大田区平和都市宣言記念シンボルマーク決定
平成元年　  旧区役所前（現在の大田文化の森）に区民の平和と交通安全の願いを込めた、「新頌麗陽」像の除幕
平成3年　  「平和の映画キャラバン」実施。以後、毎年実施
平成7年　  終戦50年を記念し、平和パネル展・講演会を実施
平成9年  事業名を「花火の祭典」に改める。           
平成26年　　 平和都市宣言30周年

昭和19年  国民学校初等科3年生以上の子どもの学童疎開開始。以後終戦までに大森区と蒲田区の両区ではのべ
2万7,753人の子どもが静岡県、富山県、岩手県などで疎開生活を送る。

昭和20年4月 B-29の爆撃により、大きな被害を受ける。わずか3時間たらずの空襲により、5万2,000戸の家屋と、蒲田区
役所、蒲田警察署、国民学校13校、池上本門寺の大部分が焼失。現在、「花火の祭典」の会場となってい
る多摩川河川敷でも機銃掃射を受けて多くの方 が々亡くなりました。

昭和20年8月 終戦
昭和22年3月 大森区と蒲田区が合併し、両区の一字をあわせた「大田区」が誕生する。

昭和59年8月 大田区平和都市宣言。平和の森公園で平和の像「愛し子」の除幕
昭和60年  「平和ってなあに」の歌発表
昭和61年  萩中公園、多摩川台公園で「愛し子」姉妹像除幕
昭和62年  「JAZZコンサートの夕べ」を開催し、コンサート、式典、花火の打ち上げを行う。以後、8月15日に毎年実施
昭和63年  戦争体験記「平和ってなあに」を発刊、大田区平和都市宣言記念シンボルマーク決定
平成元年　  旧区役所前（現在の大田文化の森）に区民の平和と交通安全の願いを込めた、「新頌麗陽」像の除幕
平成3年　  「平和の映画キャラバン」実施。以後、毎年実施
平成7年　  終戦50年を記念し、平和パネル展・講演会を実施
平成9年  事業名を「花火の祭典」に改める。           
平成26年　　 平和都市宣言30周年

疎開した矢口東国民学校の児童が
談笑する様子

疎開した矢口東国民学校の児童が
談笑する様子

昭和20年5月の空襲を受けた
矢口東国民学校

昭和20年5月の空襲を受けた
矢口東国民学校

「自由亭」や「平和物産」の名称に戦後の時代を感じる
蒲田駅西口の夜景（昭和28年撮影）

「自由亭」や「平和物産」の名称に戦後の時代を感じる
蒲田駅西口の夜景（昭和28年撮影）

しん  しょう  れい  ようしん  しょう  れい  よう


